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 [授業の概要・目的]
この授業の目的は、西洋文明にとって最も重要な書物といってよい「聖書」を英語で講読すること
により、格調高い文章を読みこなす英語力を習得するとともに、聖書に現れる基本的な事柄や思想
についてもある程度の理解をすることである。

 [到達目標]
格調高い聖書の英語を読みこなすことを到達目標とする。

 [授業計画と内容]
ヘブライ語聖書（いわゆる旧約聖書）の英語訳（数種類）を用い、聖書において現れる主要な人物
ごとに（アダム、アブラハム、モーセなど）、関連する箇所を読む。場合によっては、聖書原典の
みならず、後代のユダヤ教やキリスト教における聖書解釈の該当箇所も英語訳で読み、参考にする。
 

１つの人物像につき３回ほど授業を行い、４週目には、その人物像に関する理解を深めるためのま
とめのテストを行う。これを繰り返し行い、後期においては３～４の聖書の主要な人物について学
ぶ。 

第一回：ガイダンス
第二回～第五回：テーマ１
第六回～第九回：テーマ２
第十回～第十三回：テーマ３
第十四回：総括
第十五回：フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
毎回の授業への積極的な参加（十分な予習、自発的な発言及び議論への参加）が最も重要であり、
成績評価において70％を占める。残りの30パーセントは、四週目に行うまとめのテストである。

外国文献研究（全・英）-E1  ：英語で読む聖書とその解釈（ユダヤ教、キリスト教、イスラーム）(2)へ続く↓↓↓



外国文献研究（全・英）-E1  ：英語で読む聖書とその解釈（ユダヤ教、キリスト教、イスラーム）(2)

 [教科書]
プリント配布
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
毎週、テキストの予習が必要となる。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


